
 

 

報道機関各位 

 

 

醤油の郷大正ロマン館企画展 

「横山醇のおもかげ」を開催 

 旧龍野醤油同業組合の初代組長、横山
よこやま

省三
しょうぞう

とその娘で兵庫県内初の小児科女医、横山
よこやま

醇
じゅん

の功績等について紹介する企画展を開催します。 

  

１ 期 間 １１月３日(水・祝)～１２月５日(日)１０時～１７時 

        休館日 毎週月曜日 

２ 場 所 醤油の郷大正ロマン館（龍野町上霞城１２６番地） 

３ 内 容 横山醇関係写真等 約１０点 

        絵葉書等を額に入れて展示 

        横山多佳子家にある、診療所で使われていた道具を展示 等 

４ 観 覧 料 無料 

５ 主 催 たつの市、たつの市教育委員会 

６ 問い合わせ先 展示施設について 醤油の郷大正ロマン館（0791-72-8871） 

        展示資料について 龍野歴史文化資料館（0791-63-0907） 

たつの市臨時記者発表資料 

発表年月日 令和３年１０月２７日（水） 

担  当  課 都市政策部まちづくり推進課 

電   話 0791-64-3167 



横山 醇（よこやま じゅん） 

明治５（１８７２）年、揖西郡龍野町（現：たつの市龍野町）にて横山省三の長女とし

て生まれる。明治１９（１８８６）年に同志社女学校（現：同志社女子大学の前身）へ入

学し、その後、大阪薬学校でドイツ語と薬学を学ぶ。 

明治２７（１８９４）年に薬学校を卒業した醇は、上京し、済生学舎(さいせいがくしゃ)

（現：日本医科大学の前身）に入学する。同時期に済生学舎で学んだ人物として、野口英

世がいる。 

明治２９（１８９６）年には医師前期試験を、明治３０（１８９７）年には後期試験に

合格し、医師免許制度のもとで医師免許を取得した兵庫県最初の女医となる。 

その後、再び上京し、明治天皇の侍医(じい)であった弘田(ひろた)博士から小児科を、

同じく侍医を務めた小此木(おこのぎ)博士から耳鼻科を研修し、当時の医学の最先端を学

ぶ。 

明治３３（１９００）年、故郷の龍野で小児科病院を開業し、その後、昭和３４（１９

５９）年８８歳で亡くなるまで、５０年以上にわたり地域医療に従事した。 

 

※記者発表資料 掲載写真 

（左）横山醇の写真。 

（右）龍野に開いた醇の病院。左端が醇。 


